
現地図書館職員とミーティングを予定／通訳付

印刷技術発祥の地から歴史と本筋を知る
活版印刷技術の発祥の地と言われるドイツや、
世界で最も美しい図書館といわれるオーストリア国立図書館、
アドモント修道院やメルク修道院の図書室といった
オーストリアに残る歴史的な知の宝庫を訪れます。
日本では見られない貴重書や、美しい建築も必見です。

先進的な欧州の図書館サービスにふれる
バイエルン州立図書館やウィーンとミュンヘンの大学図書館、
専門図書館を訪問します。資料のデジタル化をはじめ、
革新的な図書館サービスや、利用者の様子を視察できます。

オーストリア
国立図書館

アドモント
修道院

ミュンヘン市街

欧州の図書館研修

旅行期間：

旅行代金：

申込締切日：2016.7.8

（海外空港諸税、国内空港施設使用料および
  旅客保安サービス料が別途必要になります）

［金］

［月］9.12 9.18［日］2016.

〈最少催行人数10名〉

578,000

旅行代金：　　　　　　　　　　　　　 お申込締切日：2016年7月8日（金）　　　　　　　　　　

【企画協力】

お申し込み方法

募 集 要 項

ご 旅 行 条 件〈 要 約 〉
お申し込みの際には、必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上お申し込みください。

●募集型企画旅行契約
この旅行は（株）JTBコーポレートセールス（東京都千代田区霞が関3-2-5　観光庁長官登録旅行業第1767号。以下「当
社」という）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」
という）を締結することになります。また、旅行条件は、下記によるほか、別途お渡しする旅行条件書（全文）、出発前にお
渡しする最終日程表と称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。
●旅行のお申し込み及び契約成立時期
（１）必要事項をお申し出の上、下記のお申込金を添えてお申し込みください。お申込金は、旅行代金お支払いの際差し
引かせていただきます。
（２）電話、郵便、ファクシミリその他の通信手段でお申し込みの場合、当社が予約を承諾の旨通知した翌日から起算し
て３日以内に申込書の提出と申込金の支払をしていただきます。
（３）旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し、お申込金を受領したときに成立するものとします。
（４）お申込金（おひとり）100,000 円
●旅行代金のお支払い
旅行代金は旅行出発日の前日からさかのぼって21日目にあたる日より前（お申し込みが間際の場合は当社が指定する
期日までに）にお支払ください。また、お客様が当社提携カード会社のカード会員である場合、お客様の署名なくして旅
行代金、取消料、追加諸費用などをお支払いただくことがあります。この場合のカード利用日は、お客様からお申し出が
ない限り、お客様の承諾日といたします。
●取消料
旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。
（お１人様）

●旅行代金に含まれるもの
＊旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（エコノミークラス）　＊旅行日程に明示した観光の料金（バス料金・ガ
イド料金・入場料金）＊旅行日程に明示した宿泊の料金及び税・サービス料金（２人部屋に２人ずつの宿泊を基準と
します。）＊旅行日程に明示した食事の料金及び税・サービス料金＊航空機による手荷物運搬料金＊現地での手荷物
運搬料金（一部含まれないコースがあります。また、一部の空港・ホテルではお客様自身で運搬していただく場合があ
ります。）＊添乗員同行コースの同行費用
これらの費用は、お客様の都合により一部利用されなくても原則として払い戻しいたしません。
●旅行代金に含まれないもの
前項のほかは旅行代金に含まれません。その一部を例示いたします。
＊超過手荷物料金＊クリーニング代、電話電報料、ホテルのボーイ・メイド等に対する心付け、その他追加飲食等個人
的性質の諸費用及びそれに伴う税・サービス料金＊渡航手続関係費用＊オプショナルツアー料金＊運送機関が課す
付加運賃・料金（例：燃油サーチャージ）＊日本国内の空港施設使用料＊日本国内におけるご自宅から発着空港等集合・
解散時点までの交通費・宿泊費＊旅行日程中の空港税
●特別補償
当社は、当社又は当社が手配を代行させた者の故意又は過失の有無にかかわらず、募集型企画旅行約款別紙特別補償
規程に基づき、お客様が募集型企画旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事故により、その身体、生命又は手荷物上に
被った一定の損害について、以下の金額の範囲において、補償金又は見舞金を支払います。
　　　死亡補償金：２５００万円、入院見舞金：４～４０万円、通院見舞金：２～１０万円、
　　　携行品損害補償金：お客様１名につき～１５万円（但し、補償対象品１個あたり１０万円を限度とします。）
●「通信契約」を希望されるお客様との旅行条件
当社提携クレジットカード会社のカード会員（以下「会員」といいます。）より「会員の署名なくして旅行代金や取消料
等の支払いを受ける」こと（以下「通信契約」といいます。）を条件にお申込みを受けた場合、通常の旅行条件とは以下の
点で異なります。（受託旅行業者により当該取扱ができない場合があります。また取扱できるカードの種類も受託旅行業
者により異なります。）
（１）契約成立は、当社が電話又は郵便で旅行契約の締結の承諾通知を発信したとき（ｅ-ｍail 等電子承諾通知を利用

する場合は、その通知がお客様に到達したとき）とします。また申込時には「会員番号・カード有効期限」等を通知して
頂きます。
（２）「カード利用日」とは旅行代金等の支払い又は払戻し債務を履行すべき日をいいます。旅行代金のカード利用日
は「契約成立日」とします。また取消料のカードの利用日は「契約解除依頼日」とします。（但し、契約解除依頼日が旅行
代金のカード利用日以降であった場合は、当社は旅行代金から取消料を差し引いた額を解除依頼日の翌日から起算
して7日間以内をカード利用日として払い戻します。
（３）与信等の理由により会員のお申し出のクレジットカードでのお支払いができない場合、当社は通信契約を解除し、
規定の取消料と同額の違約料を申し受けます。ただし、当社が別途指定する期日までに現金による旅行代金のお支払
いをいただいた場合はこの限りではありません。
●旅券・査証について
（日本国籍以外の方は、自国の領事館、渡航先国の領事館、入国管理事務所にお問合せください。）
（１）旅券（パスポート）：この（パンフレット記載の）旅行には、有効期間が 3ヶ月以上残っている旅券が必要です。
（２）査証（ビザ）：この（パンフレット記載の）旅行には、査証が不要です。
＊現在お持ちの旅券が今回の旅行に有効かどうかの確認、旅券・査証取得はお客様の責任で行ってください。これらの
手続等の代行については、販売店（当社）が渡航手続代行料金をいただいてお受けします。
●保健衛生について
渡航先の衛生状況については、厚生労働省「検疫感染症情報」ホームページ：http://www.forth.go.jp/ でご確認くださ
い。
●海外危険情報について
渡航先（国又は地域）によっては、外務省「海外危険情報」等、国・地域の渡航に関する情報が出されている場合があり
ます。お申し込みの際に販売店より「海外危険情報に関する書面」をお渡しいたします。また、「外務省海外安全ページ：
http://www.pubanzen.mofa.go.jp/」でもご確認ください。
●海外旅行保険への加入について
海外において、病気・けがをした場合、多額の治療費、移送費等がかかることがあります。また、事故の場合、加害者へ
の損害賠償請求や賠償金の回収が大変困難であるのが実情です。これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を
担保するため、お客様自身で充分な額の海外旅行保険に加入することをお勧めします。海外旅行保険については、販売
店の係員にお問合せください。
●空港諸税について
渡航先の国又は地域によっては、その国の法律などにより渡航者個人に対して空港税等（出入国税、空港施設使用料、
税関審査料等）などの支払が義務付けられています。本パンフレットに表示されている旅行代金には、空港税等は含ま
れておりませんので、別途お支払いが必要です。（当社が日本円で収受する場合は、ご出発の 35日前に、水～土曜日発
は５週間前の月曜日午前中の終値、日～火曜日発は６週間前の月曜日午前中の終値（いずれも三菱東京UFJ 銀行売渡
レート）により換算し、確定いたします。）
●事故等のお申出について
旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに同行の添乗員・ガイド、または、最終日程表でお知らせする連絡先にご通
知ください。（もし、通知できない事情がある場合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。）
●個人情報の取扱について
（１）当社及び販売店は、旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との間の連絡の
ために利用させていただくほか、お客様がお申し込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービス
の手配及びそれらのサービスの受領のために手続に必要な範囲内で利用させていただきます。
（２）当社は、旅行先でのお客様のお買い物等の便宜のため、当社の保有するお客様の個人情報を土産物店に提供する
ことがあります。この場合、お客様の氏名、パスポート番号及び搭乗される航空便名等に係る個人情報をあらかじめ電子
的方法等で送付することによって提供いたします。なお、これらの個人情報の提供の停止を希望される場合は、お申込
店に出発前までにお申し出ください。
（３）その他、個人情報の取扱いについては、ご旅行条件書（全文）の「個人情報の取扱い」をご参照ください。なお、当社
の個人情報に関するお問い合せ窓口は次の部署となります。
　CSR 推進室　〒100-6051　東京都千代田区霞が関 3-2-5　霞ヶ関ビルディング 12 階
　TEL：03-5539-2803、　e-mail：bwt_privacy@bwt.jtb.jp（受付時間　平日9：30 ～ 17：30）
　個人情報保護管理責任者：CSR推進室長
●旅行条件・旅行代金の基準
この旅行条件は 2016 年 4月26日を基準としています。又、旅行代金は 2016 年 4月26日現在の有効な運賃・規則を
基準として算出しています。

無 料

契約解除の日 取消料

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって40日目にあたる日以降 31日目にあたる日まで
旅行開始日の前日から起算してさかのぼって30日目にあたる日以降３日目にあたる日まで
旅行開始日の前々日～当日

旅行代金の20％
旅行代金の50％

旅行開始後又は無連絡不参加 旅行代金の100％

丸善雄松堂株式会社

図書館総合展運営委員会

URL：http://library.maruzen.co.jp/
MAIL：libservice.div@maruzen.co.jp

TEL：03-6737-9283
FAX：03-6737-9286

お申し込み・お問い合わせは
株式会社JTBコーポレートセールス 東京中央支店
総合旅行業務取扱管理者：黒崎徹
担当：営業第三課・荒木<m_araki999@bwt.jtb.jp>
　　　　　　　　・軽部<k_karube569@bwt.jtb.jp>
〒100-0004東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル1階

営業時間  9:30～17:30（月～金）　※土・日・祝日を除くTEL:03-6367-6055／ FAX:03-6367-6162

URL：http://libraryfair.jp
Mail：LF@j-c-c.co.jp

総合旅行業務取扱管理者とはお客様の旅行を取り扱う営業所で
の取引の責任者です。この旅行の契約に関し、担当者からの説明
にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく記載の旅行業務取扱
管理者までご質問ください。

往復エコノミークラス
日程表に明示した空港・ホテル・訪問先への移動、
市内視察における専用バス・ガイド

フィンランド航空（AY）
ウィーン／オーストリア トレンドホテル・アナナス
メルク／Hotel Spirodom Admont
ミュンヘン／ウェスティン・グランド・ミュンヘン
航空会社規定による無料手荷物の範囲（23kg 以内）

航   空   運   賃：

　

旅行代金に含まれないもの：
● 海外空港諸税（18,620円）、国内空港施設使用料（2,610円）
　※4月26日現在目安額
● 旅程表に記載されていない食事代、飲料代
● 旅券（パスポート）取得費用
● 個人経費、チップ代、電話代、クリーニング代等
● 超過手荷物料金、海外旅行傷害保険

取消料（旅行条件は募集型企画旅行契約によります）：
● 30日前～ 3日前まで：旅行代金の20％
● 2 日前～当日まで：旅行代金の50％
● 無連絡もしくは旅行開始後の解除：100％

（ツイン２名1室利用）大人お一人様

専用申込書にご記入の上、取扱旅行会社に郵送またはファックスにてお送り下さい。
※ファックスにてお申込みいただく場合は個人情報保護の観点から必ず着信確認をお願い致します。

最少催行人員／10名様（最少催行人員に満たない場合、中止することがございます）

パスポートの顔写真欄のページも
同様に送付をお願い致します。

同行いたします。

朝食6回　昼食0回　夕食0回（機内食は含まず）

日本発着時航空会社：
利 用 ホ テ ル：
（ツイン2名1室利用）

手 荷 物 料 金：

添　　乗　　員：

食   事   条   件：

578,000円
宿泊でシングル利用をご希望の場合の追加代金：148,000 円（5泊分）

乗   物   料   金：

※国際情勢、渡航予定地における情勢などのやむを得ない事由により、研修を中止する場合が
　ございます。また、訪問先の都合により、訪問予定が変更となる可能性がございます。

5泊7日
円

～最新事情と教育・文化にふれる オーストリア・ドイツ7日間～

株式会社ＪＴＢコーポレートセールス
東京都千代田区霞が関 3-2-5
観光庁長官登録旅行業 第1767号

図書館総合展運営委員会　　　丸善雄松堂株式会社
【企画協力】 【旅行企画・実施】

観光庁長官登録旅行業第1767号

地　名 行　程 食事現地
時間

交通
機関

※ご注意：この行程は2016年4月26日現在の運航予定スケジュールを基準としています。

（時間の目安） 早朝 朝 午前 午後 夕刻  夜  深夜
04:00 06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 04:00

9／12
（月）

9／13
（火）

9／14
（水）

9／15
（木）

9／16
（金）

9／17
（土）

9／18
（日）

東京発（成田）
ヘルシンキ着
ヘルシンキ発
ウィーン着

午前

午後

航 空 機

専用バス

空路（機内食2回）

着後、ガイドの出迎えを受けてホテルへ
ホテルチェックイン

ウィーン

アドモント

終日 専用バス
朝： ○
昼：×
夕：×

夕：×

ウィーン

ウィーン発
メルク着

メルク発
アドモント着

専用バス

【メルク観光・視察】 　

朝： ○
昼：×
夕：×

アドモント発
ミュンヘン着

専用バス

【アドモント観光・視察】 
朝： ○
昼：×
夕：×

ミュンヘン 終日 専用バス

【ミュンヘン観光・視察】 
朝： ○
昼：×
夕：×

朝： ○
昼：×

ミュンヘン
ミュンヘン発
ヘルシンキ着
ヘルシンキ発

午前
 
午後

午前
 

午後

午前

午後

専用バス
航 空 機

航 空 機

空港へ移動
空路、ヘルシンキへ

空路、成田へ（機内食2回）

シェーンブルン宮殿 グランド・ツアー
メルクへ移動

アドモントへ移動

ミュンヘンへ移動

東京着（成田） 午前 航 空 機 通関後解散となります。お疲れ様でした。

ミュンヘン国際児童図書館 視察
ミュンヘン大学図書館日本センター 視察
バイエルン州立図書館 視察

アドモント修道院図書室 視察

メルク修道院図書室 視察

【ウィーン観光・視察】 
ウィーン大学図書館視察
市内の書店視察
オーストリア国立図書館
　State Hall , Globe Museum 入場

※ガイド付き

【ウィーン観光・視察】 ※ガイド付き

※ガイド付き

※ガイド付き

※ガイド付き

〈ウィーン泊〉

〈ウィーン泊〉

〈アドモント泊〉

〈ミュンヘン泊〉

〈ミュンヘン泊〉



フランス

イタリア

ポーランド

スイス

チェコ共和国

オランダ

ベルギー

ハンガリー

スロバキア

スロベニア

クロアチア

ベルリン
ケルン

フランクフルト

ミラノ
ジュネーブ

バイエルン州

ローマ

パリ

プラハ

ブタペスト
チューリッヒ

ミュンヘン

アドモント

メルク

ウィーン
オーストリア

ドイツ

欧州の図書館研修

ド
イ
ツ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ミュンヘン
国際児童図書館
1949年に世界で初めて設立された、世
界最大の児童図書館。過去400年の間に
出版された130言語以上、50万冊の児
童書や関連書籍を所蔵している。

ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘン
（ミュンヘン大学）

ドイツの大学で2番目に規模が大きく、5万人の学生が学ぶ。日本研
究の分野では、歴史、経済、宗教などのテーマを学ぶことができ、日
本センター図書館は3万3,000冊の書籍と180の雑誌を所蔵する。

バイエルン州立図書館

1558年にバイエルン公アルブレヒト５世が設立したヴィッテル
スバッハ宮廷図書館が前身。1663年にはドイツ最古の納本制度で
ある法定納本制度が導入された。蔵書数は1,000万冊近くあり、ド
イツの州立図書館として唯一大規模な東アジア本のコレクション
を持っている。蔵書のデジタル化にいち早く取り組み、これまでに
約35万冊がオンラインで閲覧可能になっている。

オーストリア
国立図書館
ハプスブルク家の宮廷図書室で、起源は
13 世紀にさかのぼる。現在の建物は、
1723 年にカール 6 世の命により建設さ
れた。現在は国立図書館として利用され、
4 つの博物館を併設し、オーストリア最
大の蔵書数を誇る。旧宮廷図書館時代の
豪華絢爛な大広間が特徴。世界で最も美
しい図書館として知られる。

ウィーン大学 中央図書館

1365年にオーストリア公ルドルフ4世が
創設し、ドイツ語圏では最古の大学。19の
学部と数多くの研究所を有する名門校。
1884年に竣工した中央図書館は、270万
冊以上の蔵書が収められ、建設当時のまま
のアカデミックな雰囲気を保っている。

メルク修道院図書室

世界遺産ヴァッハウ渓谷にある修道院。ウン
ベルト・エーコの小説「薔薇の名前」の舞台
としても知られる。図書室には、9 世紀の写
本などが保管されている。バロック建築の室
内は、寓意像や地球儀が置かれ、学問の場に
相応しい荘厳な空間になっている。

アドモント修道院
図書室
2016年に150周年を迎える。室内に
は修復された約70,000冊が保存され
ており、古いものでは8世紀のものも
存在する。後期バロック様式からロコ
コ様式の内観や、天井のフレスコ画や
多数の窓から入る光の使い方が特徴。
教会によるメセナの保護も与えられ文
化・芸術活動にも取り組んでいる。

MANZ書店
ハプスブルク家御用達だっ
た出版社兼書店。法律関係の
書籍を多く扱う。19世紀末
に建てられ、「装飾は悪であ
る」の言葉を残すアドルフ・
ロースが設計したウィーン
世紀末建築。

シェーンブルン宮殿
ハプスブルク家の夏の離宮。世界遺産に登録されている。17世紀
末に建てられ、18世紀半ばに女帝マリア・テレジアの命で大改装
され、現在の姿となった。外観はバロック様式、内部はロココ様式。
ナポレオン帝国崩壊後のウィーン会議も行われた。6才のモーツァ
ルトが演奏し、マリー・アントワネットに求婚した逸話も残る。

　中世ヨーロッパでは学問の中心は神学であり、当時の
図書館も修道院図書室が中心でした。ほかに、ごく一部
の富裕者階級による宮廷図書室、個人の図書コレクショ
ンがありましたが、いずれも限られた人たちのための
場所でした。
　15世紀半ばに図書館の歴史が動きます。ドイツ人技師
グーテンベルクによる活版印刷の発明は本の大量刊行を
可能にし、図書館の役割を「貴重書を保存する場」から「知
識を提供する場」へと変容させました。
　出版される本のジャンルも宗教書や法学書から古代ギ
リシア・ローマの作品、恋愛ものまで幅広くなったこと
で、ルネサンス期の人文主義を推し進めていきます。16
世紀初頭までには、ヨーロッパ各地で大学図書館が設立
されています。
　一方、印刷による聖書の普及によって宗教改革が促さ

れ、修道院図書室は衰退していきます。同時期に、各地
の有力な君主が宮廷図書室を充実させていきました。こ
のたび訪れるバイエルン州立図書館、オーストリア国立
図書館も宮廷図書室に起源を持ち、現在では広く一般に
公開されています。
　こうした出版の普及や図書館の拡大は、書物の分類・
体系化への関心を生み出します。スイス人の書誌学者ゲ
スナーが、世界書誌『万有文庫 』を刊行したのは、16世
紀半ばのことでした。
　2016年は、ゲスナーの生誕から500年を迎えます。現
在、進むデジタル化や様々な社会的教育的課題に対し、
図書館のあり方や役割の転換が求められています。オー
ストリアとドイツの最新事例を体感し、かつ歴史的な図
書館の文脈にふれることができる機会としても、本研修
をご活用いただけると幸いです。

世界で最も美しい図書館

建築が美しい

ドイツ語圏で最古の大学

アカデミック

アカデミック

世界最大規模の修道院図書室

9世紀初頭の資料も保管

ドイツ一位、二位を競う名門校

ドイツ語圏で最大級の図書館の一つ

建築が美しい 景観が美しい

建築が美しい ツアーでは希少

先進的なデジタル化

世界初、世界最大の
児童図書館

日本センター図書館

ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘン日本センター図書館

バイエルン州立図書館
©digital cat 

メルク修道院図書室

バイエルン州立図書館©Aebsl

ミュンヘン国際児童図書館
©Polybert49 

ウィーン市街

ヨーゼフ広場（オーストリア国立図書館）

オーストリア国立図書館
©Manfred Morgner 

ウィーン大学中央図書館©Hubertl

アドモント修道院図書室

MANZ
書店

シェーンブルン宮殿

※国際情勢、渡航予定地における情勢などのやむを得ない事由により、研修を中止する場合がございます。また、訪問先の都合により、訪問予定が変更となる可能性がございます。

メルク修道院

約300年の歴史と文化をもつ図書館から学ぶ
これからの図書館像。
「知の宝庫」から「地域に開かれた図書館」へ、近年ヨーロッパ各国の図書館も変革に取り組んでいます。

本研修では、活版印刷技術発祥の地であるドイツや、文化遺産が多く残るオーストリアを巡り
知を後世に伝承する図書館の役割がどのように担われてきたかを探り
ヨーロッパの最新の図書館事例にふれます。

なかなか足を運ぶことが困難な立地にある修道院図書室にも
専用バスによりご案内いたします。
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ミュンヘン ウィーン
●ドイツ・バイエルン州の州都。
●ベルリン、ハンブルクに続くドイツ第
３の都市。
●出版や金融、ハイテク産業や自動車産
業の中心地である。
●毎年600万人が訪れる世界最大規
模の祭「オクトーバーフェスト」が開
催される。

※バイエルン州はドイツで一番面積が広い。
ビールの産地として有名で、2016年はビー
ル純粋令が公布から500周年を迎える。

●オーストリアの首都。
●ヨーロッパの東西と南北を結ぶ十字路
として古くより栄え、現在も多くの多
国籍企業が中東欧での活動拠点を置く。
●ハプスブルク帝国の都として繁栄し、
音楽や芸術の都として知られる。
●中心部の旧市街は世界遺産にも登録さ
れており、様々な建築様式が立ち並ぶ。
●1900年前後、ウィーンのアールヌー
ヴォーは「ユーゲントシュティール」
と言われ、クリムトやワーグナーなど
が活躍した。

ヨーロッパの図書館の歴史を知るキーワード
「修道院図書室」から「宮廷図書室」「大学図書館」へ


